
山口副大臣による国債IR
（平成25年８月20日（火）～23日（金））

＜概要＞

○８月21日（水）
・タイ財務省：キティラット副首相兼財務大臣、

アリポン財務次官兼政府年金基金（GPF）総裁
・タイ中央銀行：ポンペン副総裁

○８月22日(木)
・シンガポール財務省：ターマン副首相兼財務大臣

山口副大臣は、国債IRのため、8/20-23の日程でタイ・シンガポールを訪問。
両国の副首相兼財務大臣など相手国要人と面会。両国とも、日本との投資・金融面での
更なる協力強化に極めて前向きであり、新しい物価連動債を含めた日本国債への投資に
ついても高い関心が示された。
また、金融分野における二国間協力・規制緩和等に関し、進展に関する具体的発言が
あった。
日本のマクロ経済政策への期待は大きく、特に、消費税率引き上げや成長戦略の具体的
な進め方に強い関心が寄せられていた。

タイ財務省との
意見交換会模様

ターマン副首相兼財務大臣
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長期金利の推移（平成25年4月～）

　　　　出所：日本相互証券（単利）終値ベース
●・・・日銀国債買入オペ実施日
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平成25年9月12日

終値0.720％

4月18日

国債買入オペの見直し等

（日本銀行）

4月4日

量的・質的金融緩和導入

（日本銀行）

5月9日(夜間)

1ドル＝100円回復

4年1か月ぶり

4月4日

0.455％

4月11日・4月17日・5月29日・7月24日

市場参加者との意見交換会

（日本銀行）

5月30日

国債買入オペの見直し

（日本銀行）

5月29日 0.935％
（一時0.965％まで上昇）

4月5日

一時0.315％

まで低下

5月23日

一時1.000％

まで上昇
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　　　出所：時事通信社
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長期金利と日中金利変動幅の推移（2012年1月～）

【右軸】変動幅(bp)

【左軸】長期金利

2013年4月5日

最低金利 0.315％

最高金利 0.620％

日中変動幅 30.5bp
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一般政府
（除く公的年金）

151,271
1.6% 財政融資資金

44,034
0.5%

その他
175,687

1.8%

家計
242,126

2.5%

銀行等
4,111,143

42.4%

　 生損保等
1,932,904

19.9%

日本銀行
1,278,814

13.2%公的年金
629,929

6.5%

　 年金基金
309,840

3.2%

海外
815,479

8.4%

出典：日本銀行 資金循環統計
（注１）「国債」は財投債を含む。
（注２）「銀行等」にはゆうちょ銀行、 「証券投資信託」及び「証券会社」を含む。
（注３）「生損保等」はかんぽ生命を含む。

国債及び国庫短期証券(T-Bill)の所有者別内訳
（平成25年3月末（速報））

合計 969兆1,227億円
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　（出所）野村総合研究所、日本相互証券、Bloomberg

日米独の長期金利の推移
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アメリカ１０年債

ドイツ１０年債

日本１０年債

2013年9月12日
アメリカ 2.912％
ド イ ツ 2.045％
日 本 0.720％

※アメリカ・ドイツは11日時点
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